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新
リ
ー
ス
会
計
基
準
に
伴
う
会
計
規
の

改
正
、公
布
─
法
務
省

法
　
　
務

株
主
総
会
前
の
有
報
提
出
、要
請
─
金
融
庁

金
　
　
融

期
中
会
計
基
準
等
、次
回
公
表
議
決
へ

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
３
月
31
日
、
法
務
省
は
、
法

務
省
令
14
号
「
会
社
計
算
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
」を
公
布
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
に
よ
る
企
業
会
計
基
準

34
号「
リ
ー
ス
に
関
す
る
会
計
基
準
」

の
公
表
等
を
受
け
て
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
（https://w

w
w
.

kanpo.go.jp/20250331/2025
0331g00071/20250331g000
710079f.htm

l

）。

主
な
改
正
内
容

定
義
規
定
に
つ
い
て
、「
使
用
権

資
産
」
や
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー

ス
」
等
の
改
正
が
行
わ
れ
た
（
会
計

規
２
③
五
十
六
他
）。

ま
た
、「
リ
ー
ス
に
よ
り
使
用
す

る
固
定
資
産
に
関
す
る
注
記
」
を

「
リ
ー
ス
に
関
す
る
注
記
」
と
し
て
、

借
手
お
よ
び
貸
手
そ
れ
ぞ
れ
の
注
記

事
項
が
示
さ
れ
た
（
会
計
規
108
）。

適
用
関
係

公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
２
０

２
７
年
４
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る

事
業
年
度
お
よ
び
連
結
会
計
年
度
に

係
る
計
算
書
類
お
よ
び
連
結
計
算
書

類
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
。た
だ
し
、

２
０
２
５
年
４
月
１
日
以
後
に
開
始

す
る
事
業
年
度
お
よ
び
連
結
会
計
年

度
か
ら
早
期
適
用
可
。

去
る
３
月
28
日
、
金
融
庁
は
、
金

融
担
当
大
臣
名
で
、
全
上
場
企
業
に

対
し
、「
株
主
総
会
前
の
適
切
な
情
報

提
供
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
要
請
を

行
っ
た
（https://w

w
w
.fsa.go.jp/

new
s/r6/sonota/20250328-2/

20250328-2.htm
l

）。

上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
投
資
家

が
株
主
総
会
の
前
に
有
報
を
確
認
で

き
る
よ
う
で
き
る
限
り
配
慮
す
る
た

め
に
、
有
報
の
提
出
は
、
本
来
、
株

主
総
会
の
３
週
間
以
上
前
に
行
う
こ

と
が
最
も
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
実
務
上
の
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
有
報
を
株
主
総
会

前
の
望
ま
し
い
時
期
に
開
示
す
る
取

組
み
を
進
め
る
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
、
今
年
か
ら
、
ま
ず
は
有
報
を
株

主
総
会
の
前
日
な
い
し
数
日
前
に
提

出
す
る
こ
と
の
検
討
を
行
う
こ
と
を

要
請
す
る
も
の
。

金
融
庁
は
、
２
０
２
５
年
３
月
期

以
降
の
有
報
の
提
出
状
況
に
つ
い
て

実
態
把
握
を
行
い
、
有
報
レ
ビ
ュ
ー

の
重
点
テ
ー
マ
審
査
に
お
い
て
株
主

総
会
前
の
提
出
を
行
わ
な
か
っ
た
場

合
の
今
後
の
予
定
等
に
つ
い
て
調
査

を
行
う
な
ど
の
対
応
を
検
討
し
て
い

る
。

去
る
４
月
２
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
４
４
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お

り
。四

半
期
報
告
制
度
の
見
直
し

四
半
期
会
計
基
準
等
と
中
間
会
計

基
準
等
を
統
合
し
た
「
期
中
会
計
基

準
等
」
の
開
発
に
つ
い
て
、
審
議
が

行
わ
れ
た
。
前
回
（
２
０
２
５
年
４

月
10
日
号
（
№
１
７
４
０
）
情
報
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
の
審
議
を
踏
ま

え
た
「
期
中
財
務
諸
表
に
関
す
る
会

計
基
準
（
案
）」
等
の
修
正
文
案
が

示
さ
れ
、
委
員
か
ら
は
特
段
の
異
論

は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

次
回
（
４
月
17
日
開
催
予
定
）
公

表
議
決
を
行
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。

後
発
事
象
に
関
す
る
会
計
基
準

後
発
事
象
の
定
義
に
関
し
、
個
別

論
点
と
し
て
識
別
し
た
、「
後
発
事

象
の
基
準
日
」
に
関
す
る
検
討
が
行

わ
れ
た
。

後
発
事
象
の
定
義
に
お
い
て
そ
の

基
準
日
は
、
現
行
の
監
査
基
準
報
告

書
560
実
務
指
針
１
号
に
お
い
て
は
、

「
監
査
報
告
書
日
」
と
さ
れ
て
い
る

一
方
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
10
号
「
後
発
事
象
」

で
は「
財
務
諸
表
の
公
表
の
承
認
日
」

と
さ
れ
て
い
る
。

事
務
局
か
ら
、
国
際
的
な
整
合
性

や
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基
準

と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
等
の
理
由

か
ら
、「
財
務
諸
表
の
公
表
の
承
認

日
」
と
す
る
提
案
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の

計
算
書
類
に
お
け
る
後
発
事
象
の
基

準
日
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
で
は
計

算
書
類
に
関
し
て
機
関
が
な
す
べ
き

行
為
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
公

表
の
承
認
日
」
に
す
る
こ
と
に
支
障

が
あ
る
と
の
分
析
が
さ
れ
た
。
そ
こ

で
実
務
上
の
変
更
が
生
じ
な
い
よ

う
、「
経
営
者
確
認
書
日
」
を
基
準

日
と
す
る
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
賛
成
意
見
が
聞
か
れ

た
。企

業
会
計
基
準
諮
問
会
議
か
ら
の

テ
ー
マ
提
言
へ
の
対
応

前
回
（
２
０
２
５
年
４
月
10
日
号

（
№
１
７
４
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
参
照
）、
企
業
会
計
基
準
諮
問
会

議
か
ら
、
法
人
税
等
会
計
基
準
等
の

見
直
し
を
新
規
テ
ー
マ
と
す
る
提
言

が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
次
の

対
応
方
針
が
示
さ
れ
た
。

・
法
人
税
等
会
計
基
準
の
適
用
対
象

と
な
る
税
金
に
つ
い
て
の
原
則
的

な
定
め
を
置
く
。

・
見
直
し
後
の
法
人
税
等
会
計
基
準

の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
適
用
範
囲
を
変
更
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
基
準
開
発
を
行
う
。

・
個
別
の
税
金
ご
と
の
具
体
的
な
取

扱
い
は
補
足
文
書
に
お
い
て
取
扱

い
を
示
す
。

・
税
制
改
正
に
よ
っ
て
個
別
の
税
金

の
創
設
・
廃
止
が
行
わ
れ
た
と
き

は
、
補
足
文
書
の
変
更
に
よ
り
機

動
的
に
対
応
す
る
。

・
検
討
に
関
し
て
は
、
税
効
果
会
計

専
門
委
員
会
で
対
応
す
る
。

委
員
か
ら
は
賛
意
が
聞
か
れ
、
新

規
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
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冤
　
罪

弁
護
士 

白
川　

敬
裕

経
理
に〝
効
く
効
く
〟

法
律
雑
学

「
弁
護
士
は
、
ど
う
し
て
悪
い
人

を
弁
護
す
る
の
で
す
か
？
」
と
聞
か

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
い

に
一
言
で
答
え
る
な
ら
、「
人
間
は

不
完
全
で
、
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る

か
ら
」
で
す
。

私
自
身
、
弁
護
士
に
な
る
前
は
、

刑
事
裁
判
の
裁
判
官
と
し
て
、
合

議
事
件
（
３
人
の
裁
判
官
で
行
う

裁
判
）
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

１
０
０
％
の
確
信
に
至
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
検
察
官
が
提
出
し
た
証
拠
が
偽

造
か
も
し
れ
な
い
」、「
被
告
人
が
法

廷
で
自
白
し
て
い
て
も
、
誰
か
を
か

ば
っ
て
い
る
の
か
し
れ
な
い
」
な
ど

と
疑
い
始
め
れ
ば
キ
リ
が
な
く
な
る

か
ら
で
す
。

刑
事
ド
ラ
マ
や
映
画
だ
と
、
視
聴

者
は
、
犯
行
現
場
の
シ
ー
ン
を
見
る

こ
と
で
、「
こ
の
人
が
、
犯
人
だ
っ

た
の
か
！
」
と
認
識
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
は
、
裁
判
官
が
事

件
の
現
場
を
目
撃
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
で
過
去
の
現
場

に
戻
る
こ
と
も
で
き
ず
、「
過
去
の

痕
跡
（
す
な
わ
ち
、
証
拠
）」
に
よ
っ

て
判
定
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
の
認
識
能
力
に
も
限
界
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
裁
判
官
が
経
験
談
と

し
て
、「
勾
留
中
の
被
告
人
は
軽
装
、

ス
リ
ッ
パ
で
出
廷
し
て
い
た
が
、
保

釈
さ
れ
た
後
、
ス
ー
ツ
と
ネ
ク
タ
イ

を
着
用
し
て
出
廷
し
た
被
告
人
を
見

て
、
印
象
が
変
わ
っ
た
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

心
理
学
上
、「
相
手
の
内
面
を
冷

静
に
分
析
す
る
こ
と
な
く
、
特
徴
や

身
に
着
け
て
い
る
も
の
か
ら
評
価
を

作
っ
て
し
ま
う
傾
向
」
を
「
ハ
ロ
ー

効
果
」
と
い
う
そ
う
で
す
。

裁
判
官
も
人
間
で
す
か
ら
、
被
告

人
に
対
す
る
印
象
に
絶
対
に
左
右
さ

れ
な
い
、
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

人
類
は
冤
罪
を
生
み
出
す
失
敗
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
16
世
紀
か
ら
17
世
紀
に
か

け
て
、「
魔
女
狩
り
」
が
行
わ
れ
た
地

域
も
あ
り
、
悪
魔
の
手
先
と
し
て
魔

術
を
行
う
と
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、

10
万
人
以
上
と
い
わ
れ
る
人
々
が
殺

害
さ
れ
た
そ
う
で
す
（『
詳
説　

世

界
史
』
山
川
出
版
社
）。

「
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
」
は
世
界
史

の
教
科
書
に
登
場
す
る
冤
罪
事
件
で

す
。
ユ
ダ
ヤ
系
の
軍
人
ド
レ
フ
ュ
ス

は
、
ド
イ
ツ
に
機
密
を
流
し
た
ス
パ

イ
容
疑
で
終
身
刑
を
宣
告
さ
れ
ま
し

た
。
有
罪
の
決
め
手
と
な
っ
た
文
書

の
筆
跡
が
別
人
の
も
の
と
気
づ
い
た

軍
人
も
い
ま
し
た
が
、
体
面
を
重
視

す
る
軍
部
は
こ
れ
を
隠
匿
し
た
そ
う

で
す
。
の
ち
に
誤
審
と
判
明
し
、
ド

レ
フ
ュ
ス
は
最
終
的
に
無
罪
と
な
り

ま
し
た
。

人
類
の
歴
史
上
の
反
省
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
各
国
の
憲
法
や
刑
事
裁
判

の
制
度
が
整
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
憲
法
に
も
、「
法
律
の
定
め

る
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
刑
罰
を

科
せ
ら
れ
な
い
こ
と
」、「
弁
護
人
を

依
頼
す
る
権
利
が
あ
る
こ
と
」
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
（
日
本
国
憲
法
31

条
、
34
条
）。

そ
れ
で
も
、
冤
罪
が
な
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

無
罪
と
な
っ
た
元
厚
生
労
働
省
雇

用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
の
事
件
に

つ
い
て
、
事
件
の
主
任
検
事
で
あ
っ

た
大
阪
地
検
特
捜
部
の
検
察
官
が
、

証
拠
と
し
て
押
収
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
を
改
ざ
ん
し
た
疑
い
で
逮

捕
さ
れ
、
実
刑
判
決
を
受
け
ま
し
た
。

ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
の
軍
部
と
同
じ

よ
う
に
、
検
察
庁
の
体
面
を
保
と
う

と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

組
織
や
自
身
の
面
子
を
保
と
う
と

す
る
こ
と
も
、
人
間
の
本
質
と
い
え

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

冤
罪
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
て
も
、
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
不
断

の
努
力
は
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
自
分
自
身
も

含
め
、
人
間
は
不
完
全
で
、
間
違
う

こ
と
が
あ
る
」
と
自
覚
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。

減
損
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
類・測
定
の

定
め
の
改
正
方
針
、検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

去
る
４
月
１
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
２
３
６
回
金
融
商
品

専
門
委
員
会
を
開
催
し
、
金
融
資
産

の
減
損
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。

ま
た
、
４
月
２
日
開
催
の
第
５
４
４

回
親
委
員
会
で
も
同
テ
ー
マ
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

減
損
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

分
類
・
測
定
の
定
め
に
関
す
る

改
正
方
針

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
減

損
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
分
類
・

測
定
の
定
め
に
関
す
る
改
正
方
針
に

つ
い
て
、
次
の
事
務
局
提
案
が
示
さ

れ
た
。

⑴　
償
却
原
価（
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
含
む
）

原
則
と
し
て
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金

融
商
品
」
の
実
効
金
利
法
に
よ
る
償

却
原
価
に
関
す
る
定
め
を
取
り
入
れ

る
方
向
で
検
討
す
る
。具
体
的
に
は
、

金
融
商
品
会
計
基
準
に
お
い
て
、
金

融
商
品
別
に
貸
借
対
照
表
価
額
と
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
会
計
処
理
を
定
め
る
。

定
額
法
な
ど
の
債
券
に
関
す
る
オ

プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。

⑵　
金
融
保
証
契
約

金
融
保
証
契
約
の
発
行
者
の
会
計

処
理
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の

定
め
を
取
り
入
れ
る
方
向
で
検
討
す

る
。
具
体
的
に
は
、
金
融
商
品
会
計

基
準
に
お
い
て
、
貸
借
対
照
表
価
額

に
関
す
る
定
め
を
設
け
、
予
想
信
用

損
失
モ
デ
ル
の
対
象
と
な
る
こ
と
を

明
記
す
る
。
金
融
商
品
実
務
指
針
に

お
け
る
現
行
の
債
務
保
証
契
約
お
よ

び
保
証
料
の
授
受
に
関
す
る
会
計
処

理
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
見
直

す
。

⑶　
ロ
ー
ン・コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
減
損
の
定
め
を

取
り
入
れ
る
方
向
で
検
討
す
る
。
具

体
的
に
は
、
金
融
商
品
会
計
基
準
に

お
い
て
、
貸
借
対
照
表
価
額
に
関
す

る
定
め
を
設
け
、
予
想
信
用
損
失
モ

デ
ル
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
明
記
す

る
。
金
融
商
品
実
務
指
針
に
お
け
る

当
座
貸
越
契
約
お
よ
び
貸
出
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
に
関
す
る
現
行
の
定
め
に

つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
見
直
す
。

⑷　
直
接
償
却

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
定
め
を
金
融
商

品
実
務
指
針
に
取
り
入
れ
る
。

⑸　
貸
付
金
代
替
性
債
券

金
融
商
品
会
計
基
準
に
お
い
て
、

貸
付
金
代
替
性
債
券
の
定
義
お
よ
び
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貸
借
対
照
表
価
額
に
関
す
る
定
め
を

新
設
し
、
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
の

対
象
と
な
る
こ
と
を
明
記
す
る
。
そ

の
際
、貸
付
金
代
替
性
債
券
の
名
称
、

そ
の
他
有
価
証
券
か
ら
除
い
て
新
た

な
分
類
を
設
け
る
か
ど
う
か
等
に
つ

い
て
あ
わ
せ
て
検
討
を
行
う
。

＊

専
門
委
員
か
ら
は
、
方
向
性
に
賛

意
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、「
⑸
『
貸

付
金
代
替
性
債
券
』
の
定
義
の
明
確

化
を
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

第
５
４
４
回
親
委
員
会
で
も
、
異

論
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
設
例
の
文
案

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金
融
商
品
」

を
新
適
用
指
針
に
取
り
込
む
に
あ

た
っ
て
、
第
５
４
３
回
親
委
員
会

（
２
０
２
５
年
４
月
10
日
号
（
№

１
７
４
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
で
聞
か
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て

見
直
し
た
設
例
１
か
ら
設
例
５
、
な

ら
び
に
設
例
６
か
ら
設
例
10
、
設
例

12
の
文
案
が
示
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
設
例
12
「
引
当

マ
ト
リ
ク
ス
」
を
、
設
例
11
「
期
日

経
過
に
応
じ
た
引
当
率
を
定
め
る
方

法
」
と
す
る
な
ど
の
変
更
が
示
さ
れ

た
。専

門
委
員
な
ら
び
に
第
５
４
４
回

親
委
員
会
で
は
、
特
段
の
異
論
は
聞

か
れ
な
か
っ
た
。

国
債
買
入
れ
縮
小
が
問
う
金
利
と
財
政

の
耐
久
力

金
　
　
融

関
税
引
上
げ
の
株
価
負
け
組
は
、日
米

両
国

証
　
　
券

日
本
銀
行
は
４
～
６
月
期
の
長
期

国
債
買
入
れ
計
画
に
お
い
て
、
10

～
25
年
物
の
買
入
れ
を
前
回
公
表

時
の
月
４
、５
０
０
億
円
か
ら
４
、

０
５
０
億
円
に
減
額
し
た
。
長
期
金

利
が
す
で
に
１
・
６
％
前
後
ま
で
上

昇
す
る
な
か
で
の
買
入
れ
削
減
は
、

金
利
上
昇
に
抗
わ
ず
、
む
し
ろ
市
場

の
動
き
を
追
認
す
る
姿
勢
を
明
確
に

示
し
た
形
だ
。

本
来
、
金
利
上
昇
を
抑
制
し
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
中
央
銀
行
が
長
期
債

を
積
極
的
に
買
い
入
れ
る
こ
と
で
価

格
を
支
え
、
利
回
り
上
昇
を
抑
え
る

と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
。
だ
が
今
回

は
そ
の
逆
で
、
日
銀
が
買
い
控
え
る

こ
と
で
、
市
場
に
対
し
「
今
後
は
民

間
が
価
格
形
成
を
担
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
日
銀
の
ス
タ
ン
ス
は
昨
年
か

ら
継
続
さ
れ
て
い
た
。
２
０
２
４
年

７
月
の
決
定
会
合
で
「
国
債
市
場
の

安
定
に
配
慮
す
る
た
め
の
柔
軟
性
を

確
保
し
つ
つ
、
予
見
可
能
な
形
で
減

額
し
て
い
く
こ
と
が
適
切
で
あ
る
」

と
公
表
し
、
毎
四
半
期
ご
と
に
４
、

０
０
０
億
円
ず
つ
減
額
す
る
と
し
て

い
た
。
つ
ま
り
、
急
変
動
は
避
け
つ

つ
も
、
異
次
元
緩
和
か
ら
の
段
階
的

な
「
出
口
」
を
進
め
る
意
思
を
示
し

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
国
債
市
場
に

お
い
て
価
格
の
安
定
装
置
と
し
て
機

能
し
て
い
た
日
銀
の
存
在
感
は
徐
々

に
後
退
し
、
価
格
形
成
の
主
導
権
は

民
間
投
資
家
に
委
ね
る
と
い
う
正
常

な
形
へ
方
向
づ
け
る
一
助
に
な
る
。

こ
れ
は
市
場
の
健
全
化
と
い
う
点
で

前
向
き
な
一
歩
と
も
い
え
る
が
、
同

時
に
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
高
ま
り

や
、
流
動
性
の
低
下
と
い
っ
た
新
た

な
不
安
定
要
因
が
生
じ
る
リ
ス
ク
も

あ
る
。
特
に
、
超
長
期
ゾ
ー
ン
で
は

生
命
保
険
会
社
や
年
金
基
金
が
慎
重

姿
勢
を
崩
し
て
お
ら
ず
、
買
い
手
不

足
が
続
く
可
能
性
も
あ
る
。

市
場
が
こ
の
構
造
変
化
に
適
応
で

き
な
け
れ
ば
、
長
期
金
利
の
一
段
の

上
昇
も
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。
企

業
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
環
境
下

で
の
長
期
資
金
調
達
コ
ス
ト
の
上
昇

が
避
け
が
た
く
、
借
入
れ
や
社
債
発

行
の
戦
略
に
も
再
考
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
金
利
上
昇
は
利
払
い
費
の
増

加
を
通
じ
て
財
政
制
約
を
強
め
、
歳

出
・
歳
入
構
造
の
見
直
し
を
促
す
。

市
場
機
能
を
重
視
す
る
金
融
政
策

と
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
両
立

が
次
の
経
済
正
常
化
の
鍵
と
な
る
。

株
式
市
場
は
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
が

世
界
経
済
に
及
ぼ
す
デ
メ
リ
ッ
ト
を

憂
慮
し
て
き
た
。
関
税
引
上
げ
が
具

体
化
し
て
以
来
、世
界
の
株
式
市
場
・

株
価
は
不
安
定
な
動
き
を
続
け
て
い

る
。ト

ラ
ン
プ
関
税
は
相
手
国
に
よ
っ

て
内
容
が
異
な
り
、
ま
た
国
際
化
の

進
ん
だ
現
在
の
世
界
経
済
で
は
複
雑

な
分
業
体
制
が
形
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
表
面
的
な
対
米
輸
出
依
存
度
の

高
低
だ
け
で
関
税
引
上
げ
の
影
響
を

測
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の

た
め
か
、
国
別
に
株
価
の
変
動
を
み

る
と
意
外
な
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ

て
く
る
。

関
税
引
上
げ
が
公
表
さ
れ
て
か
ら

約
２
カ
月
間
、
大
半
の
国
の
株
価
は

下
落
し
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
関
税

引
上
げ
を
突
き
付
け
ら
れ
た
カ
ナ

経理用語の豆知識
会計上の見積りにおける重要な仮定

監査人は、経営者がどのように会計上の見積りを行ったかを検討
する場合、会計上の見積りを行う際に利用した見積手法、重要な
仮定およびデータの選択および適用に関する重要な虚偽表示リスク
について、十分かつ適切な監査証拠を入手することが求められる。
重要な仮定に関するリスク対応手続は、以下の事項に対応するも

のでなければならない。①重要な仮定が、適用される財務報告の
枠組みに照らして適切であるかどうか。また、過年度からの変更が
ある場合には、当該変更が適切であるかどうか。②重要な仮定の
選択に関する判断が経営者の偏向が存在する兆候を示していないか
どうか、③監査人が監査の過程で得た知識に基づき、重要な仮定
が相互に整合しており、他の会計上の見積りまたは企業の事業活動
における他の領域で使用した仮定と整合しているかどうか、④該当
する場合、経営者が特定の行動方針を実行する意思とその能力を
有しているかどうか。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考

2025年
3月27日 2025年3月補足文書 SSBJ

ISSB基準に関する付属ガイダンスおよび教育的資料のうち、ISSB基準の適用におい
て参考となるものについて、わが国のサステナビリティ開示基準の適用にあたって参
考にできるよう、補足文書と位置づけたもの。「IFRS S1号『サステナビリティ関連財
務情報の開示に関する全般的要求事項』に関する付属ガイダンス」、「IFRS S2号『気候
関連開示』に関する付属ガイダンス」、「教育的資料『気候関連のリスク及び機会の自然
及び社会的側面』」等７本が公表されている。
https://www.ssb-j.jp/jp/news_release/402512.html

2025年
3月31日

法律13号
所得税法等の一部を改正す
る法律　等

令和7年度税制改正として、所得税の基礎控除の上乗せや防衛財源確保のための防衛
特別法人税の創設、リース取引に係る所要の整備等を講ずるもの。同日付で、法律7号

「地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律」や、関連する
改正政省令も公布されている。
https://www.kanpo.go.jp/20250331/20250331t00008/20250331t0000800
56f.html

2025年
3月31日

内閣府令31号
財務諸表等の用語、様式及び
作成方法に関する規則及び
連結財務諸表の用語、様式及
び作成方法に関する規則の
一部を改正する内閣府令

金融庁

ASBJが2024年年次改善プロジェクトの一環として、３月11日に改正企業会計基準
27号「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等を公表し、特別法人事業税の
取扱いを明確化したことを受け、財務諸表等規則および同ガイドライン、連結財務諸
表規則および同ガイドラインについて、所要の改正を行うもの。
https://www.fsa.go.jp/news/r6/sonota/20250331/20250331.html

2025年
4月1日

有価証券報告書の作成・提
出に際しての留意すべき事
項等（識別された課題への対
応にあたって参考となる開
示例集を含む）及び有価証券
報告書レビューの実施につ
いて（令和７年度）

金融庁

令和６年度の有価証券報告書レビューとして、サステナビリティに関する企業の取組
の開示、コーポレート・ガバナンスに関する開示（特に監査役会等の活動状況および
政策保有株式に関連した開示）、および、改正内部統制府令に基づく訂正内部統制報告
書の記載事項等について審査が実施され、そのなかで識別された課題について、今後
の有報の作成にあたって留意すべき事項等として取りまとめたもの。また、令和７年
3月期の有報レビューのテーマとして、重要な契約等の開示、政策保有株式の保有目
的に関する開示、2024年4月施行の改正内部統制府令による内部統制報告書等、株
主総会前の有報提出が挙げられている。
https://www.fsa.go.jp/news/r6/sonota/20250401-3/20250401.html

ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
中
国
の
株
価
指
数

は
わ
ず
か
な
が
ら
上
昇
し
た
。
中
国

と
カ
ナ
ダ
は
米
国
に
対
し
、
報
復
関

税
を
課
す
と
決
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
の
Ｅ

Ｕ
勢
、
ベ
ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
ア
ジ
ア
勢
も
株
価
上
昇
組
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
米
国
の
関
税
引
上
げ

の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
な
い
と
評

価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
株
価
下
落
の
先
頭
に
立
つ

の
が
米
国
と
日
本
で
あ
る
。
両
国
と

も
、
株
価
指
数
に
よ
っ
て
下
落
幅
に

差
が
あ
る
が
、
米
ナ
ス
ダ
ッ
ク
は

11
％
下
落
、
日
経
平
均
は
10
％
下
落

と
２
桁
の
下
落
幅
と
な
っ
た
。
こ
の

他
の
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
、
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
と

い
っ
た
米
株
価
指
数
が
５
～
７
％
の

下
落
、
日
本
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
は
５
％

弱
の
下
落
と
な
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
関
税
引
上
げ

を
強
行
し
な
が
ら
、
こ
れ
で
米
国
の

製
造
業
が
復
活
し
、
雇
用
や
所
得
が

増
え
、
黄
金
時
代
を
迎
え
る
と
ご
満

悦
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
国
民
の
多

く
は
関
税
引
上
げ
に
よ
る
物
価
上
昇

を
懸
念
し
て
い
る
よ
う
だ
。

日
本
の
株
価
は
、
米
国
が
日
本
車

も
関
税
引
上
げ
の
対
象
で
あ
る
と
発

表
し
た
と
き
か
ら
下
落
が
急
に
目

立
っ
て
き
た
。
日
本
は
報
復
関
税
を

課
す
こ
と
は
で
き
ず
、
米
国
の
関
税

引
上
げ
対
象
か
ら
日
本
車
除
外
を
要

請
す
る
こ
と
し
か
手
が
な
い
。

こ
れ
か
ら
米
国
は
影
響
が
大
き
い

と
さ
れ
る
相
互
関
税
を
発
動
す
る
。

日
本
の
株
価
に
は
憂
鬱
な
季
節
が
続

き
そ
う
だ
。

お
詫
び
と
訂
正

本
誌
２
０
２
５
年
４
月
１
日
号

（
№
１
７
３
９
）
特
集
に
て
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
に
謹

ん
で
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
次

の
よ
う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●
14
頁　
３
段
目　
８
行
目
～

（
誤
）　
簡
素
な
実
効
税
率
（
連
結
財

務
諸
表
上
の
法
人
税
額
（
対
象
租

税
以
外
を
除
く
）
÷
国
別
報
告
事

項
に
お
け
る
国
別
の
調
整
後
税

引
前
当
期
利
益
の
額
）
が
17
％
以

上
（
２
０
２
５
年
３
月
期
）（※）

（※）　

２
０
２
６
年
３
月
期
は
16
％
以

上
、
２
０
２
７
年
３
月
期
は
15
％

以
上

（
正
）　
簡
素
な
実
効
税
率
（
連
結
財

務
諸
表
上
の
法
人
税
額
（
対
象
租

税
以
外
を
除
く
）
÷
国
別
報
告
事

項
に
お
け
る
国
別
の
調
整
後
税

引
前
当
期
利
益
の
額
）
が
15
％
以

上
（
２
０
２
５
年
３
月
期
）（※）

（※）　

２
０
２
６
年
３
月
期
は
16
％
以

上
、
２
０
２
７
年
３
月
期
は
17
％

以
上


